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長距離移動性イネウンカ類の飛来予測システムの実用化技術の開発 

 

１ 中核機関・研究総括者 

（独）農業・食品産業技術総合研究機構中央農業総合研究センター 

大塚 彰 

 

２ 研究期間 

2006～2008 年度（ 3 年間） 

 

３ 研究目的 

イネウンカ類（トビイロウンカとセジロウンカ）は梅雨期に海外から

飛来侵入する水稲の重要害虫であり、2005年には九州など西日本で大

被害を引き起こした。本研究では、パソコンを複数繋いだPC クラスタ

を用いる３次元飛来シミュレーション手法を開発し、イネウンカ類の

飛来時期、飛来地域を高精度に予測する。そして、その飛来予測と飛

来量の情報を生産者、病害虫防除所にリアルタイムに提供する実運用

システムを開発する。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

① PC クラスタを利用した飛来予測技術の開発（（独）中央農業総合

研究センター、（独）九州沖縄農業研究センター） 

PC クラスタで動作する飛来シミュレーションモデルを開発し、PC 

クラスタや記憶装置、Web サーバなどからなる飛来予測システムを

構築する。飛来予測システムを実際に運用し、捕獲調査を行い、詳

細な評価を行う。さらに、現在まで実証されていない国内移動の解

析を行い、その実態解明を行う。 

② 実運用のための飛来情報提供システムの開発（（社）日本植物防

疫協会） 

病害虫発生予察事業の発生量データベースを完備する。また飛来

予測情報と飛来量を提供するシステムを開発する。 

 

５ 目標とする成果 

本研究によって、最先端の手法を用いた飛来地域や飛来時期の精度

の高い予測や飛来量の情報などがリアルタイムで安定的に提供できる

ようになり、イネウンカ類発生予察の高度化につながる。 
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発生予察高度化への

新しい取り組み 

【本研究】 そこで 

一方 

要対策 

ところが

2005 年九州でトビイロウンカの被害

多発、作況指数が 94 に低下 
発生予察のために、飛来時期、飛来地域の

予測と飛来量など情報提供が重要 

日本植物防疫協会のイネウンカ類の飛来予測手法は、1980 年代後半

に開発されたもので、予測精度が低い  
また同協会の全国イネウンカ類発生量データベースは、各都道府県

にデータは存在するが、未整備の年代が存在 

高精度の 3 次元飛来予測手法が開発されているが、試験的なシステ

ムで、大規模な並列計算機が必要 実運用に問題あり 
複数のパソコンを繋いだ PC クラスタは高性能 

【背景】 

評価

PC クラスタを利用した飛来シミュレ

ーション手法と実運用できる飛来予測

システムの開発 
（農業・食品産業技術総合研究機構）

海外からの飛来予測に対するシステ

ム評価 
（農業・食品産業技術総合研究機構）

国内移動に関する解析 
（農業・食品産業技術総合研究機構）

イネウンカ類の発生量データベースの整備と

飛来情報提供システムの開発 
（日本植物防疫協会） 

実運用システムの開発 

使いやすい実用システムが実現し、リアルタイムで飛来予測情報や、飛来量などの発生

予察に重要な情報が提供される 
生産者、病害虫防除所などが利用し、イネウンカ類の被害軽減に寄与する 

【期待される成果】 


